
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘

南
備
園
は
、
年
末
年
始
の
ご

み
の
収
集
・
持
ち
込
み
を
左

表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

１２
月
２９
日
㈬
の
ご
み
の

持
ち
込
み
は
、
午
後
か
ら

混
雑
し
ま
す
の
で
、
午
前

中
の
持
ち
込
み
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
甘
南
備
園
（
☎

６２
・
４
３
２
８
）

第 26 回国民文化祭京田辺市実行
委員会は、来年秋に行う国民文化祭
の一休とんち大賞（こばなしの部・
エッセイの部・川柳の部の作品を平
成 23 年 4 月 1 日㈮～ 6 月 30 日㈭
に募集予定）にたくさん応募しても
らうため、こばなし・エッセイ市民
講座を開きます。
日時＝平成 23 年 2 月 19 日㈯午前

10 時 30 分～正午
場所＝社会福祉センター
対象＝市内に在住・通勤・通学する人
内容＝こばなし・エッセイの作品

づくりのコツを楽しく教えます

講師＝放送作家の池田幾三さん
定員＝ 45 人。多数の場合は抽選
受講料＝無料
申込方法＝往復ハガキの往信用に

「こばなし・エッセイ市民講座」、住
所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、
通勤・通学する人は勤務先・学校名
と住所を、返信用に住所・氏名を書
いて、申し込んでください
しめきり＝ 12 月 24 日㈮（必着）
申込・問合せ先＝第 26 回国民文

化祭京田辺市実行委員会事務局（国
民文化祭推進室内、〒 610-0393〈住
所不要〉、☎ 64-1325）

市
は
、
市
内
に
在
住
す
る
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
ご
み
出
し

が
困
難
な
人
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
平
成
２３
年
１
月
か
ら
「
に
こ
に

こ
収
集
」
を
行
い
ま
す
。

対
象
＝
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
、
ご
み
を
ご
み
集
積
所
ま

で
持
ち
出
す
こ
と
が
困
難
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
。
①
～

④
は
一
人
暮
ら
し
の
世
帯

①
６５
歳
以
上
で
要
介
護
１
以
上
の

認
定
を
受
け
て
い
る
②
身
体
障
害
者

手
帳
（
１
級
か
２
級
）
の
交
付
を
受

け
て
い
る
③
療
育
手
帳
（
Ａ
）
の
交

付
を
受
け
て
い
る
④
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
（
１
級
）
の
交
付
を
受

け
て
い
る
⑤
①
～
④
に
該
当
す
る
複

数
の
人
で
構
成
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
内
容
＝
燃
や
す
ご
み
・

埋
立
ご
み
・
空
き
カ
ン
・
空
き
ビ
ン
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
乾
電
池
・
ス
プ
レ
ー

缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
、
週
１
回

（
水
曜
日
）
自
宅
の
玄
関
先
な
ど
で

回
収
し
ま
す
。ご
み
を
出
す
と
き
は
、

ふ
た
付
き
容
器
な
ど
の
中
に
、
品
目

ご
と
に
袋
を
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
ご
み
が
出
て
い
な
い
場
合

は
登
録
し
た
連
絡
先
に
連
絡
し
、
安

否
確
認
を
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
に

は
、
収
集
時
に
呼
鈴
な
ど
で
声
掛
け

を
し
ま
す
。

申
請
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
清
掃
衛
生
課
に
あ
る
指
定
の
用

紙
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

た
だ
し
、
審
査
の
結
果
、
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
清
掃
衛
生
課

（
☎
６４
・
１
３
６
０
）

市
の
観
光
大
使
「
一
休
さ

ん
」
に
見
送
ら
れ
、
田
辺
公
園

多
目
的
運
動
広
場
を
元
気
よ
く

ス
タ
ー
ト
（
＝
写
真
）。

１１
月
１３
日
に
一
休
さ
ん

ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
約

９
０
０
人
が
秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
初
心
者
コ
ー
ス
（
６
㎞
）・

一
般
コ
ー
ス
（
１０
㎞
）・
健
脚

コ
ー
ス
（
１５
㎞
）
に
分
か
れ
て

出
発
。
最
初
の
目
的
地
一
休
寺

を
目
指
し
ま
し
た
。

一
休
寺
で
は
一
足
早
く
到
着

し
た
一
休
さ
ん
が
参
加
者
を
出

迎
え
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
見
ご
ろ
を
迎
え
た
紅
葉
に

「
わ
ー
き
れ
い
」
と
歓
声
が
上

が
り
、
境
内
は
き
れ
い
に
色
づ

い
た
紅
葉
を
楽
し
む
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

友
人
と
初
心
者
コ
ー
ス
に
初

め
て
参
加
し
た
渡
辺
結
夏
さ
ん

（
７
）は「
頑
張
っ
て
歩
き
ま
す
。

み
ん
な
で
ゴ
ー
ル
ま
で
歩
き
切

り
た
い
で
す
」
と
一
休
さ
ん
に

手
を
振
り
、
次
の
目
的
地
に
向

か
っ
て
力
強
く
歩
い
て
行
き
ま

し
た
。

ま
た
、
一
般
コ
ー
ス
と
健
脚

コ
ー
ス
の
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い

る
観
音
寺
付
近
に
は
給
茶
所
が

設
け
ら
れ
、
水
出
し
玉
露
と
温

か
い
ほ
う
じ
茶
が
配
ら
れ
ま
し

た
。
思
い
が
け
な
い
サ
ー
ビ
ス

に
、
給
茶
所
に
立
ち
寄
っ
た
人

た
ち
か
ら
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て

い
ま
し
た
。
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京
田
辺
市
男
女
共
同
参
画
審
議

会
は
、
第
２
次
京
田
辺
市
男
女
共

同
参
画
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

同
計
画
の
中
間
案
に
対
し
、
み

な
さ
ん
か
ら
幅
広
く
意
見
を
い
た

だ
く
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
説
明
会
も
行
い
ま
す
の

で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
中
間
案
の
概
要
】

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
次
の
３
つ
を
基
本
目
標

と
し
ま
し
た

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
目
標

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
考
え
、

具
体
的
な
事
業
を
盛
り
込
み
ま
し

た
。①

男
女
共
同
参
画
社
会
の
基
盤

を
つ
く
る

②
家
庭
も
仕
事
も
大
切
に
で
き

る
環
境
を
つ
く
る

③
一
人
ひ
と
り
が
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
環
境
を
つ
く
る

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】

●
資
料
の
公
表

資
料
名
＝
第
２
次
京
田
辺
市
男

女
共
同
参
画
計
画
（
中
間
案
）

方
法
・
場
所
＝
▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
▼
市
内
公
共
施
設
（
市
役
所
、

女
性
交
流
支
援
ル
ー
ム
、
中
央
公

民
館
、
中
央
図
書
館
、
北
部
住
民

セ
ン
タ
ー
、
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
、

三
山
木
福
祉
会
館
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
常
磐
苑
・
宝
生
苑
、
環
境

衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備
園
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
、
田
辺
中
央
体
育
館
、

大
住
児
童
館
、
田
辺
児
童
館
、
普

賢
寺
児
童
館
、
南
山
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
）

●
意
見
募
集

対
象
＝
▼
市
内
に
在
住
・
通
勤
・

通
学
す
る
人
▼
市
内
に
事
務
所
・

事
業
所
を
有
す
る
人
や
法
人
そ
の

他
の
団
体

期
間
＝
１２
月
１５
日
㈬
～
平
成
２３

市は、6 月下旬に女性特有のがん
検診の無料クーポン券を配布しまし
た。

まだ受診していない人は、早めに
受診してください。
【子宮がん検診】
対象者＝平成 22 年 4 月 20 日現在、

本市に住民票のある次の女性
▼ 20 歳（平成元年 4 月 2 日～同

2 年 4 月 1 日生）▼ 25 歳（昭和 59
年 4 月 2 日～同 60 年 4 月 1 日生）
▼ 30 歳（ 昭 和 54 年 4 月 2 日 ～ 同
55 年 4 月 1 日 生 ） ▼ 35 歳（ 昭 和
49 年 4 月 2 日～同 50 年 4 月 1 日生）
▼ 40 歳（ 昭 和 44 年 4 月 2 日 ～ 同
45 年 4 月 1 日生）
内容＝問診・内診・細胞診
子宮体がん検診は、問診などで必

要と診断された人のみ行います。
【乳がん検診】
対象者＝平成 22 年 4 月 20 日現在、

本市に住民票のある次の女性
▼ 40 歳（ 昭 和 44 年 4 月 2 日 ～

同 45 年 4 月 1 日生）▼ 45 歳（昭和
39 年 4 月 2 日 ～ 同 40 年 4 月 1 日

生）▼ 50 歳（昭和 34 年 4 月 2 日～
同 35 年 4 月 1 日生）▼ 55 歳（昭和
29 年 4 月 2 日～同 30 年 4 月 1 日生）
▼ 60 歳（ 昭 和 24 年 4 月 2 日 ～ 同
25 年 4 月 1 日生）
内容＝問診・視触診・マンモグラフィ
【実施期間】
平成 23 年 2 月 28 日㈪まで
【受診方法】
検診手帳・無料クーポン券・案内

文で、受診方法や持ち物などを確認
してください。予約が必要な医療機
関は、希望どおりに予約できない場
合があります。ク－ポン券を忘れた
場合は受診できません

なお、子宮がん検診を市外（府内
指定医療機関に限る）で受診を希
望する場合は追加書類が必要ですの
で、ご連絡ください。他市区町村の
無料クーポンを持ち、がん検診期間
中に本市に転入した人や、本市の無
料クーポン券を紛失した人はお知ら
せください。
【問合せ先】
健康衛生課（☎ 64-1335）

健康
市
は
、
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し

耐
震
診
断
を
行
う
「
木
造
住
宅
耐

震
診
断
士
派
遣
事
業
」
の
第
３
次

募
集
を
行
い
ま
す
。

耐
震
診
断
で
、
現
在
の
住
宅
の

耐
力
（
評
点
）
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

今
回
の
募
集
が
平
成
２２
年
度
の

最
終
募
集
で
す
。
安
価
で
簡
易
耐

震
診
断
が
で
き
ま
す
の
で
、
少
し

で
も
住
宅
の
耐
震
に
不
安
を
も
っ

て
い
る
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

対
象
者
＝
住
宅
の
所
有
者
ま
た

は
居
住
者
で
、
市
税
な
ど
を
滞
納

し
て
い
な
い
人

対
象
の
住
宅
＝
市
内
の
木
造
住

宅
で
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す

る
も
の

▼
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に

着
工
さ
れ
、
完
成
し
て
い
る
▼
延

べ
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
住

宅
に
使
用
し
て
い
る
▼
自
己
診
断

「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震

診
断
」
の
結
果
、
評
点
が
１０
点
未

満
で
あ
る

必
要
書
類
＝
▼
市
木
造
住
宅
耐

震
診
断
士
派
遣
事
業
申
込
書
▼
自

己
診
断
結
果
書
「
誰
で
も
で
き
る

わ
が
家
の
耐
震
診
断
」
▼
建
物
の

所
有
者
・
建
築
年
数
な
ど
が
分
か

る
書
類
（
建
築
確
認
通
知
書
・
住

宅
の
登
記
簿
謄
本
な
ど
）

募
集
戸
数
＝
先
着
１３
戸

費
用
＝
２
千
円

し
め
き
り
＝
平
成
２３
年
１
月
２８

日
㈮申

込
・
問
合
せ
先
＝
開
発
指
導

課
（
☎
６４
・
１
３
４
１
）

【
評
点
と
は
】

耐
震
診
断
内
容
を
数

値
化
し
、
総
合
評
価
し

た
も
の

男女共同参画

◆中間案の説明会◆
【日時】
12 月 11 日㈯午前 10 時～ 11 時 30 分
【場所】
社会福祉センター
【内容】
「 第 2 次 京 田 辺

市男女共同参画計画
（中間案）」の説明・
参加者からの意見発
表
【定員】
100 人（申込不要）
【保育】
生後 6 カ月から就学前までの子どもの保

育を行います
定員＝ 5 人
申込方法＝ 12 月 8 日㈬までに市民参画

課へ電話で申し込んでください

年
１
月
１８
日
㈫

提
出
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
内
公
共
施
設
、
市
内
の
学
校
・

駅
な
ど
主
要
施
設
に
あ
る
意
見
記

入
用
紙
を
書
き
、
持
参
・
郵
送
・

℻
・
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い

結
果
公
表
＝
意
見
に
対
す
る
考

え
方
を
ま
と
め
、
提
出
さ
れ
た
意

見
と
併
せ
て
公
表
し
ま
す

【
意
見
提
出
・
問
合
せ
先
】

京
田
辺
市
男
女
共
同
参
画
審

議
会
事
務
局
（
市
民
参
画
課

内
、
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住

所
不
要
〉、
☎
６４
・
１
３
１
４
、
℻

６４
・
１
３
０
５
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sankaku@kyotanabe.jp

）

環境

日
本
年
金
機
構
は
、
国
民
年
金

保
険
料
が
未
納
の
人
へ
の
電
話
や

文
書
・
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督

励
、
保
険
料
の
収
納
業
務
を
民
間

事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
同

業
務
の
民
間
委
託
は
、
民
間
事
業

者
の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
低
コ
ス
ト
で
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

す
「
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
」
と
し

て
導
入
し
ま
し
た
。

な
お
、
委
託
事
業
者
に
は
、
個

人
情
報
保
護
の
管
理
を
徹
底
し
て

い
ま
す
。

【
委
託
事
業
者
】

日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
債
権
回

収
株
式
会
社
・
日
立
キ
ャ

ピ
タ
ル
共
同
企
業
体
（
☎

０
１
２
０
・
２
１
１
・
７
２
５
、

発

信

専

用

番

号

＝

☎

０
２
２
・
２
１
１
・
７
２
９
０
、
☎

０
２
２
・
２
１
１
・
７
２
７
９
）

委
託
事
業
者
が
電
話
や
訪
問
し
、

保
険
料
納
付
の
案
内
を
す
る
場
合

は
、
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

【
電
話
で
保
険
料
の
納
付
案
内

を
す
る
場
合
】

委
託
事
業
者
が
納
付
状
況
を
確

認
し
な
が
ら
、
厚
生
労
働
省
（
日

本
年
金
機
構
）
が
発
行
す
る
納
付

書
で
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
の
納
付
を
案

内
し
ま
す
。
銀
行
の
口
座
番
号
を

指
定
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
で
保
険

料
の
振
り
込
み
を
案
内
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん

【
納
付
督
励
員
が
訪
問
し
保
険

料
を
預
か
る
場
合
】

委
託
事
業
者
は
身
分
証
（
納
付

督
励
員
証
明
証
）
を
提
示
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
納
付
書
を
持
っ
て
い

る
人
の
み
預
か
り
ま
す
の
で
、
納

付
書
を
持
っ
て
い
な
い
人
か
ら
預

か
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん

な
お
、
委
託
事
業
者
が
納
付
の

案
内
を
す
る
場
合
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
業
務
を
委
託
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
氏
名
・
会
社
名
を
名
乗
り

ま
す
。
訪
問
す
る
場
合
は
、
日
本

年
金
機
構
が
発
行
す
る
証
明
書
を

提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
不
審
と
思
う
こ
と
が

あ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

市は市民の国際交流を支
援するため、補助金を交付
しています。ぜひ、ご利用
ください。

なお、予算額に達したと
きは、終了します。
【対象】
Aタイプ＝市内に在住し、

外国人留学生などが自宅に
ホームステイする場合
B タイプ＝市内に在住す

る小学生以上の人が、自費
で海外研修・留学する場合
【補助額】
1 泊につき 2,000 円（5 泊

1 万円が限度）
A タイプは受け入れ人数

が 2 人以上でも 1 人分のみ
が対象。

B タイプは企業などから
の派遣や観光旅行、外国人
との交流を伴わない期間、
研修を除きます。
【申請方法】
市ホームページまたは市

民参画課にある申請書に資
料（学校などからの証明書
や日程表など）を添え、交
流体験開始日の 2 週間以上
前までに申請してください。
交流体験後の申請は、受け
付けできません

年度内（4 月 1 日～翌年 3
月 31 日）の申請回数は、1
家族（A タイプ）または 1
人（B タイプ）につき、そ
れぞれ 1 回です。

なお、体験終了後に報告
書の提出が必要です。
【申請 ･問合せ先】
市民参画課（☎ 64-1314）

市
役
所
で
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、

不
要
な
照
明
の
消
灯
や
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
な
ど
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
向
け
た
エ
コ
オ

フ
ィ
ス
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。特

に
冬
季
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
推
進
す
る
た
め
、
１２

月
１
日
㈬
か
ら
平
成
２３
年
３

月
３１
日
㈭
ま
で
エ
コ
オ
フ
ィ

ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い

ま
す
。

期
間
中
、
市
役
所
庁
舎
な

ど
で
適
正
暖
房
（
１９
℃
）
に

し
ま
す
の
で
、
来
庁
さ
れ
る

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

暖
房
温
度
は

２０
℃
に
設
定

冬
は
自
動
車
利
用
の
増
加

や
暖
房
の
使
用
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
が
夏
よ
り
増
え
ま

す
。
地
球
温
暖
化
を
防
止
す

る
た
め
に
次
の
こ
と
を
心
掛

け
、
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に

優
し
い
暮
ら
し
を
し
ま
し
ょ

う
▼
暖
房
は
適
切
な
温
度

（
２０
℃
）
に
設
定
し
、
重
ね
着

な
ど
の
工
夫
を
す
る
▼
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
行
う

な
ど
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実

践
す
る
▼
自
転
車
や
公
共
交

通
機
関
の
利
用
を
心
掛
け
る

【
問
合
せ
先
】

環
境
課
（
☎
６４
・
１
３
６
６
）

市は、個人の住宅用太陽光発電
システムの設置費用を補助します。
【対象者】
平成 22 年 4 月 1 日以降に国が行

う同システムの補助金制度の交付
決定通知を受けた人
【補助金額】
システム出力 1 キロワット当た

り 3 万円。上限は 10 万円
【申込方法】
市ホームページまたは環境課に

ある申請書に必要書類を添え、持
参してください
【しめきり】
平成 23 年 3 月 31 日㈭
申し込みが予算額に達したとき

は、受け付けを終了します。
【申込・問合せ先】
環境課（☎ 64-1366）

年金

ねんきん定期便の年金記録相談会
ねんきん定期便の内容で不明な点はご相談

ください。
【日時】
12 月 8 日㈬・15 日㈬・22 日㈬午前 9 時

30 分～午後 5 時（正午～午後 1 時を除く）
【場所】
社会福祉センター
【必要なもの】
▼ねんきん定期便▼転職・転居した人は、

勤務先名・所在地・勤務期間・転居前住所な
どを歴順に整理したメモなど▼代理人が相談
する場合は、本人の年金手帳・委任状・代理
人の本人確認ができ
るもの（運転免許証
など）
【問合せ先】
京都南年金事務所

（☎ 075-644-1165）

不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

場
合
は
、
で
き
る
だ
け
１
人
で
対

応
せ
ず
、
相
手
の
氏
名
・
所
属
・

用
件
を
聞
い
て
メ
モ
し
、
家
族
な

ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座

番
号
な
ど
個
人
情
報
を
聞
か
れ
た

り
、
怪
し
い
と
感
じ
た
ら
、
お
金

の
支
払
い
や
振
り
込
み
を
せ
ず
、

年
金
事
務
所
や
警
察
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

nenkin.go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

京
都
南
年
金
事
務
所
（
☎

０
７
５
・
６
４
４
・
１
１
６
５
）



市
観
光
協
会
は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
「
京

た
な
べ
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
１
１
」
を
制
作

し
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

市
内
の
名
所
・
祭
り
な
ど
の
写
真
や
月
間
の

観
光
行
事
予
定
、
京
田
辺
市
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
１
０
の
大
賞
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
開
始
日
＝
１２
月
１５
日
㈬

販
売
所
＝
▼
市
観
光
案
内
所
（
市
商
工
会
館

内
）
▼
京
田
辺
市
観
光
協
会
事
務
局
（
産
業
振

興
課
内
、
☎
６4
・
１
３
１
９
）

価
格
＝
１
部
５
０
０
円

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
市
観
光
案
内
所
（
☎

６８
・
２
８
１
０
、
平
日
は
午
前
９
時
～
午
後
５

時
、
土
・
日
曜
日
と
祝
日
は
午
前
９
時
～
午
後

３
時
）

子育て中のお母さんをサポートします
「てふてふ」は、幼稚園や保育所に通う前の子

どもとお母さんが自由に参加できる集いの場で
す。

子どもとゆったりと向き合え、子ども同士の出
会いはもちろん、同じように子育てをする親同士
の交流・相談の場になっています。

大きな一部屋を利用し
たこの施設は、見通しが
良く広い空間が特徴で、
どこにいても目が届き、
安心して子どもを遊ばせ
ることができます。

また、授乳コーナー・
ベビーベッド・子どもの
発育に関する情報誌など
を用意しています。子育
てに悩む人も気軽に立ち
寄ってください。

市
は
、
子
育
て
中
に
親
が

気
軽
に
集
ま
り
、
交
流
や
育

児
相
談
な
ど
が
で
き
る
子
育

て
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
子

育
て
ひ
ろ
ば
「
て
ふ
て
ふ
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
と
一
緒
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
そ
よ
か
ぜ
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
に
委
託
し
て
い
ま

す
。開

設
曜
日
・
時
間
＝
月
・

火
・
木
・
金
曜
日
、
午
前
１０

時
～
午
後
２
時
３０
分

場
所
＝
京
田
辺
市
田
辺
久

戸
３５
・
１
（
＝
下
図
）

利
用
対
象
＝
主
に
、
３
歳

以
下
の
乳
幼
児
が
い
る
家
庭

の
人利

用
方
法
＝
初
め
て
利
用

す
る
人
は
登
録
が
必
要
で
す

の
で
、
来
所
し
て
く
だ
さ
い

費
用
＝
無
料

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い

た
め
、
公
共
交
通
機
関
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
こ
ど
も
福
祉

課
（
☎
６４
・
１
３
７
７
）

＜ 4＞＜ 5＞ 平成22年（2010年）12月1日

メッセージソング「微笑みの
空」を紹介します。

この曲は、総合開会式・閉会
式の音楽プロデューサーを務め
る東儀秀樹さんが、全国から寄
せられた 1,066 件の「“ こころ ”
のメッセージ」を基に詞を作り、
自身で作曲した「微笑みの空」
に乗せ誕生しました。

メッセージソングを歌うの
は、オーディションで選ばれた
和紗さんです。和紗さんは京都
市在住の歌手です。

問合せ先＝国民文化祭推進室
（☎ 64-1325）

市は、自主的な市民活動の活性化を図るため、
市民活動推進補助金を交付します。
対象＝市民 3 人以上で構成し、福祉・文化・

生涯学習・スポーツ・経済・産業・観光・環境
などの活動を通じて、地域振興と活性化の推進
に寄与する団体

特定の宗教・思想などの普及活動を行う団体、
特定の公職者や政党を推薦・支持し、または反
対することを目的とする団体、暴力団または暴
力団の構成員などの統制下にある団体、主に営
利活動を目的とする団体を除きます。
対象事業＝市民を対象にした地域の活性化に

寄与する事業
同一の団体が行う事業で、過去に 3 回補助を

受けた事業は対象外とします。
また、国・京都府・市が交付するほかの補助

金などの交付を受けている事業は対象になりま
せん。
対象経費＝事業に要する経費
団体などの運営・管理に使用する費用、食糧

費、備品購入費、他団体などの主催イベントな
どへの参加負担金などを除きます。
補助金額＝対象経費の 2 分の 1 以内。上限

は 10 万円。1 千円未満は切り捨てとします
申請方法＝市ホームページまたは市民参画課

にある申請書で申請してください
申請・問合せ先＝市民参画課（☎ 64-1314）

市は、市民と同志社大学生らで構成し魅力あ
る地域づくりを行う団体に、地学連携推進事業
補助金を交付します。
対象＝市民と同志社大学などの部署・ゼミ・

クラブ・サークルなどで構成され、魅力ある地
域づくりを行う 10 人以上の団体
対象事業＝本市の個性を生かした活力と潤い

のある豊かな地域づくりを図るため、市内で行
う地域振興と地域活性化の推進に寄与する事業
で、市民と同志社大学などの学生・生徒が連携
協働して行う調査研究や文化・観光活動など

同一の団体が行う事業で、過去に 3 回補助を
受けた事業は対象外とします。
補助金額＝事業経費の 2 分の 1 以内
申請方法＝市ホームページまたは市民参画課

にある申請書で申請してください
申請・問合せ先＝市民参画課（☎ 64-1314）

1111

2222

44

33

㊤ままごとコーナーで

遊ぶ子どもたち㊧絵本

コーナーを利用する親

子

日
時
＝
▼
１２
月
２４
日
㈮
▼
１２

月
２７
日
㈪
、
い
ず
れ
も
午
前
９

時
３０
分
～
１１
時
３０
分

場
所
＝
子
育
て
ひ
ろ
ば
「
て

ふ
て
ふ
」

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
中

学
生内

容
＝
乳
幼
児
と
の
触
れ
合

い
・
接
し
方
な
ど
を
学
び
ま
す

定
員
＝
先
着
１０
人

申
込
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
「
思

春
期
育
児
体
験
事
業
参
加
希

望
」・
希
望
日
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号
・
学
校
名
・
保
護
者
了

解
の
上
「
思
春
期
育
児
体
験
事

業
に
参
加
す
る
事
を
了
解
し
ま

す
」
と
保
護
者
名
を
書
い
て
郵

送
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１２
月
１５
日
㈬

申
込
・
問
合
せ
先
＝
こ
ど
も

福
祉
課（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３

〈
住
所
不
要
〉、
☎
６４
・

１
３
７
７
）

子育てひろば「てふてふ」
スタッフの会田千鶴さん

㊨子どもに大人気の大きな

室内すべり台。室内は温か

みのある木材や照明で構成

しています

東
儀
秀
樹
さ
ん
（
左
）
と
和
紗
さ
ん

0 ～ 1才・2～ 3才コーナーには、
木製おもちゃを用意しています

学
生
と
市
民
が
一
緒
に
楽
し
む
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

サ
ー
ク
ル
で
補
助
金
が
利
用
さ
れ
ま
し
た



田辺中央体育館や中央公
民館などで、10 月 30・31
日に市民文化祭が開かれ、
舞踊やコーラスなどの素晴

らしい舞台発表や展示品
が並び、たくさんの来場
者が芸術の秋を満喫しま
した。

田辺中央体育館では、
府立田辺高校電気研究部
の部員がハンダを使った
基盤作り教室を出店。簡
単な LED ライトや太陽光
を当てると音が自動で鳴
り始めるオルゴールなど
ができ、子どもに混じっ
て大人の参加者も夢中で
作業を楽しんでいました。

平
成
２１
年
度
の
ご
み
処
理
統
計
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

表
１
の
と
お
り
、
市
が
処
理
し
た
家

庭
・
事
業
系
ご
み
は
と
も
に
減
少
し
、

再
生
資
源
集
団
回
収
量
を
合
わ
せ
た
ご

み
総
排
出
量
は
２
万
８
３
８
ト
ン
で
、

人
口
が
１
・
１
％
伸
び
て
い
る
中
で
対

前
年
度
比
３
・
４
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。地

域
の
市
民
団
体
７６
団
体
が
古
新
聞

紙
・
空
き
カ
ン
な
ど
を
集
め
て
直
接
資

源
化
す
る
再
生
資
源
集
団
回
収
事
業
で

は
、
回
収
量
が
２
千
４
３
２
ト
ン
と

８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
分

別
収
集
と
集
団
回
収
を
含
め
た
資
源
化

量
は
３
千
２
９
４
ト
ン
で
、
７
・
７
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

表
２
の
と
お
り
、
家
庭
系
ご
み
の
１

人
１
日
あ
た
り
の
排
出
量
は
、
前
年

度
に
比
べ
１６
ｇ
減
少
し
ま
し
た
。
メ
ー

カ
ー
や
小
売
業
者
の
簡
易
包
装
へ
の
取

り
組
み
や
、
み
な
さ
ん
の
ご
み
減
量
化

に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

表
３
の
と
お
り
、
市
民
１
人
あ
た
り

の
ご
み
処
理
費
用
は
、
焼
却
施
設
の
煙

突
工
事
に
よ
る
ご
み
処
理
委
託
な
ど
を

行
っ
た
こ
と
か
ら
、
１８
・
５
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

表
４
の
と
お
り
、
燃
や
す
ご
み
の
中

で
は
、
紙
・
布
類
・
ビ
ニ
ー
ル
類
を

合
わ
せ
た
割
合
が
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
。
紙
・
布
類
は
、
再
生
資
源
集
団
回

収
を
利
用
し
資
源
化
。
ビ
ニ
ー
ル
類

は
、
マ
イ
バ
ッ
ク
の
使
用
や
詰
め
替
え

製
品
な
ど
容
器
包
装
が
少
な
い
商
品
を

購
入
し
、
ご
み
の
発
生
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固定資産税の
第4期納付月です
固定資産税は、1月 1日現在に土
地や建物を所有していた人に課され
ます。納期は 5・8・10・12月の 4
回です。納期限内に納付されなかっ
た場合は、各納付月の翌月に督促状
を発送します。督促状を発送した
際は、督促手数料 200 円を加算し、
延滞金を徴収することもあります。
また、滞納整理は広域連合「京都地
方税機構」が行います。納期限は平
成23年1月4日㈫です。口座振替・
自動払込は、12 月 28 日㈫が振替
日です。12 月 27 日㈪までに登録
口座の預貯金残高の確認をしてくだ
さい問税務課（☎ 64-1318）

納付金口座振替日
12 月納付金の口座振替・自動払
込は下表のとおりです。振替日が納
付金によって違いますのでご注意く
ださい。

コンビニで市税の
納付ができます

固定資産税・都市計画税、市・府
民税、軽自動車税、国民健康保険税
は、コンビニエンスストアで納付で
きます（バーコード印字の納付書の
み）。市内はもちろん、勤務先・お
出掛け先のコンビニもご利用くださ
い。納付できるコンビニ＝エーエム・
ピーエム、エブリワン、MMK設置
店、くらしハウス、ココストア、コ
ミュニティ・ストア、サークルK、
サンクス、スパー北海道、スリーエ
イト、スリーエフ、生活彩家、セイ
コーマート、セーブオン、セブン -
イレブン、タイエー、デイリーヤマ
ザキ、ハセガワストア、ファミリー
マート、ポプラ、ミニストップ、ヤ
マザキデイリーストアー、ローソン。
納付には一部制約がありますので、
納付通知書裏面の注意点を読んでく
ださい。なお、これまでどおり金融
機関でも納付できます問税務課（☎
64-1318）

第2回健康づくり
推進協議会の傍聴
12 月 20 日㈪ 14 時～ 16 時（受
け付けは 13時 30 分まで）、保健セ
ンター 健康づくり推進協議会を傍
聴することができます 10人（多
数の場合は抽選） 不要問健康衛生
課（☎ 64-1335）

普通救命講習の
日程を追加
消防署は、市ホームページ（消防
署）で普通救命講習の年間予定をお
知らせしていますが、より多くの人
に講習を受けてもらうため、次の
日程を追加します▼平成 23年 1月
31 日㈪▼同年 2月 15 日㈫▼同年
3月 31 日㈭。いずれも 13 時～ 16
時、消防署問消防署（☎ 63-1125）

障害者週間
記念式典・公演会
12 月 3 日㈮～ 9日㈭は障害者週
間です。地域の人への関心と理解、
障害者福祉の発展と推進を目指し、
関係団体・機関が連携して障がい者
の完全参加と平等を目的に啓発事
業を行います。記念式典＝ 12 月 8
日㈬ 13 時 30 分～ 16 時、宇治田
原町総合文化センター（宇治田原
町） 「ヘレンケラーを知っていま
すか？」の上映・障害福祉サービス
センターうじたわらのみなさんに
よる和太鼓 12月 6日㈪までに☎
で申し込み問社会福祉協議会（☎
62-2222）

読み書きサービス
12 月 10 日㈮・21 日㈫ 9 時～
16 時 30 分、社会福祉センター
市内に在住・通勤し視覚に著しい障
がいを持ち、郵便物や書籍を読むこ
とができない人 郵便物・ハガキの
代読、手紙の代書。1人 60分まで。
利用日に身体障害者手帳を持参 無
料。ハガキや用紙などは各自で用意
12月10日分は12月6日㈪まで、

12 月 21 日分は 12 月 17 日㈮まで
問社会福祉協議会（☎ 62-2222）

障がい者の集い
クリスマス会

12 月 22 日㈬ 13 時 30 分～ 15
時 30 分、社会福祉センター 市内
に在住・通勤する人 クリスマス
会。障がいのある人が楽しめるレ

クリエーションを企画しています。
たくさんの参加をお待ちしていま
す 無料 12 月 15 日㈬までに☎
で申し込み問社会福祉協議会（☎
62-2222）

ひだまりの会
12月21日㈫13時20分～15時、
府立洛南寮 市内に在住する高齢者
府立洛南寮入所者との交流。干支
の色紙作りとお茶会 無料 12月
16 日㈭まで問社会福祉協議会（☎
62-2222）

ひとり親家庭
クリスマス会
12 月 19 日㈰ 10時から、社会福
祉センター 市内に在住する小学生
以下の子どもがいるひとり親家庭の
人 クリスマスケーキ作り・アトラ
クション（人形劇など）・サンタさ
んからのプレゼント 母子会会員は
無料。非会員は 500 円 必要問社
会福祉協議会（☎ 62-2222）

介護者交流会
12月20日㈪13時30分～15時、
社会福祉センター 高齢者を在宅で
介護する人 みんなで介護の悩みを
話しませんか 無料問社会福祉協議
会（☎ 62-2222）

子育て講習会
絵本を楽しもう！
12 月 16 日㈭ 10 時～ 11 時 30
分（受け付けは 10 時まで）、中央
公民館 絵本選びのポイントやブッ
クスタートの開始時期、絵本を読み
聞かせるときのポイントなどを図書
館職員が説明。実
際に読み聞かせを
聞きながら親子一
緒に楽しく学びま
しょう 12 月 10
日㈮まで問地域子
育て支援センター
▼河原保育所（☎ 62-3511）▼大
住保育園（☎ 62-1477）。いずれも
月～金曜日の 9時～ 16時

クラフトウェーブ総合展
12 月 2日㈭～ 5日㈰ 10 時～ 17
時（5 日は 16 時まで）、コミュニ
ティホール 作品展。テーマ＝くら
しを彩る生活アート問京田辺クラフ
トウェーブ・国生（☎ 63-3676）

正月飾り作り教室

12 月 17 日㈮ 13時から、環境衛
生センター甘南備園リサイクルプラ
ザ 古布を使ったうさぎなどで、か
わいい正月飾りを作ります 8人
300 円（材料費を含む） 12

月 6 日㈪から受け付け問京田辺エ
コパークかんなび（☎ 27-5839）

家庭の省エネ相談所
12 月 7日㈫ 10時～ 14時、アル・
プラザ京田辺 3階休憩所 家庭で
の省エネ度合いを簡易診断し、家庭
でできるお得な省エネの取り組み例
を紹介します問きょうたなべ環境市
民パートナーシップ事務局（環境課
内、☎ 64-1366）

チャリティー
ダンスパーティー
12月12日㈰14時～16時30分、
中部住民センター プロ・アマデモ、
ふれあいタイム。シューズチェック
あり 500 円。収益は社会福祉協

か
わ
い
い
正
月
飾
り

を
作
り
ま
し
ょ
う

議会に寄付予定問中部ダンス連盟・
松本（☎ 63-6292）

障がい者施設製品
手作りのお店

▼ 12 月 13 日㈪ 11 時～ 18 時▼
12 月 14 日㈫ 10 時～ 16 時、いず
れもキララギャラリー（キララ商店
街内） クリスマスグッズもありま
す問京田辺市障害者施設製品販売
ネットワーク協議会事務局（京田辺
市障害者生活支援センターふらっと
内、☎ 34-0114）

関西医科大学
市民公開講座
12 月 18 日㈯ 14 時～ 16 時 30
分（受け付けは 13 時 30 分から）、
関西医科大学附属枚方病院（枚方
市） ▼テーマ＝肺がんの治療－肺
がんと正しく向き合うために－。講
師＝呼吸器外科教授の齊藤幸人さん
▼テーマ＝認知症－予防から介護ま
で－。講師＝精神神経科准教授の奥
川学さん 約 150 人 無料 不要
問関西医科大学附属枚方病院管理課
広報係（☎ 072-804-2980）

陸上自衛隊高等工科学校
　生徒を募集
陸上自衛隊高等工科学校生徒を募
集します 平成23年4月1日現在、
15 歳以上 17 歳未満（平成 6 年 4
月 2 日～同 8年 4 月 1 日生）の男
子で、中学校卒業者または中等教
育学校の前期課程修了者（平成 23
年 3 月に中学校卒業または中等教
育学校の前期課程修了見込みの人を
含む） 1次試験＝平成 23年 1月
22 日㈯。2 次試験＝平成 23 年 2
月 5 日㈯～ 8日㈫の指定する日
平成 23年 1月 7日㈮まで問宇治地
域事務所（☎ 44-7139）

消防団員募集
京田辺市消防団は、地域のために
活動する消防団員を募集します。災
害はいつ起こるか分かりません。防
災に強いまちづくりのため、一緒に
自分のまちを、みんなのまちを守り
ましょう 市内に在住・通勤する
18 歳以上の人。男女は問いません
地域の消防団関係者か消防総務課
にお問い合わせください問消防総務
課（☎ 63-1125）

スポーツに親しむ日
12 月 11 日㈯・平成 23 年 1 月
15 日㈯、いずれも 9時 30 分～ 12
時、田辺中央体育館 バドミントン・
卓球・バスケット・ソフトバレー・
ショートテニス・跳び箱・ミニトラ
ンポリン・カローリングなどを楽し
むことができます 100 円（小学
生未満無料） 不要問田辺中央体育
館（☎ 62-1501）

トレーニングルーム
利用講習会
田辺中央体育館トレーニングルー
ムを利用するには、講習会の受講が
必要です▼ 12 月 17 日㈮ 19 時～
21 時▼平成 23 年 1 月 16 日㈰ 10
時～ 12 時▼同年 1 月 28 日㈮ 19
時～ 21 時、いずれも田辺中央体育
館 市内に在住・通勤・通学する
16 歳以上の人 1,000 円 各講習
会の 10 日前までに、来館・郵送・
で申し込み。来館＝ハガキを持参。
郵送＝往復ハガキの往信用に「ト
レーニング講習会希望」・住所・氏
名（ふりがな）・年齢・☎・受講希
望日・勤務先または学校名（市外の
人）を書いてください。 ＝タイト
ルを「トレーニング講習会希望」と
し、住所・氏名（ふりがな）・年齢・
☎・受講希望日・勤務先または学校

消防法により、
すべての住宅に
住宅用火災警報器

の設置が義務付けられました

・義務化の時期
　平成23年6月1日から
・設置が必要な場所
　寝室・階段・台所
　※消防署から訪問販売業者を
　派遣することはありません
　ので、ご注意ください。

京田辺市消防本部
　  ℡63-7826

表　　彰
◎法務大臣表彰　岡山稔さん（人
権擁護委員）

教育委員表彰・教育文化功労者表彰
感謝状を授与

村田新之昇氏（74 歳・興戸）が教育委員表彰を、外海和子氏（67
歳・松井ケ丘）・西川洋子氏（67 歳・河原）・丸山敏文氏（65 歳・
大住ケ丘）が教育文化功労者表彰を受賞されました。また、稲
岡克彦氏（41 歳・城陽市寺田）に感謝状が授与されました。

村田氏は平成 9 年から 13 年 6 カ月間教育委員会委員および
教育長として、丸山氏は昭和 56 年から 29 年間、稲岡氏は平
成 9 年から 13 年間ともに体育指導委員として、永年市教育行
政にご尽力いただきました。また、外海氏と西川氏は昭和 59
年から学校薬剤師として学校保健の充実にご尽力いただいてい
ます。

寄　　付
◎福田勝美さんが、自転車 4台。
◎田辺カントリー倶楽部が、空気
清浄機 3台。
◎綴喜ライオンズクラブが、土の
う袋 1万枚。
◎帝燃産業㈱が、車いす 3台。

名（市外の人）を書いてください問
田辺中央体育館（〒 610-0331 京
田辺市田辺丸山 19、☎ 62-1501、
gym@kyotanabe.jp）

◎松田巧さんが、絵画 2点。
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30
号

趣向を凝らした作品に見入る
来場者（田辺中央体育館）

安価で色とりどりの花や
樹木を購入できる緑化まつ
りが、11 月 3 日、田辺公園
多目的運動広場で開かれ約
1,000 人の来場者でにぎわい
ました（＝写真）。

緑化推進のため、市はパン
ジーの苗を無料で配布。また、
緑化市も開かれ、家族で来
場した西村千王美さん（28）

は「お気に入りの花が見つか
れば」と、買い物かごいっぱ
いに花のポットを入れた娘さ
んと一緒に買い物を楽しんで
いました。



絶好の晴天に恵まれた 11 月 21 日、田辺
中央体育館周辺で産業祭が開かれました。私
も、展示ブースや模擬店などを巡り、市の特
産品を使ったお菓子を試食するなど楽しませ
ていただきました。

また、京都やましろ農業協同組合京田辺支
店が行う農産物品評会では、夏の異常高温の
中、丹精込めた米や野菜などが数多く出品さ
れていました。農家のみなさんからは「今年
は、猛暑が続き例年に比べて米の質が悪い。
一等米が少なく価格も低下し、収入が減って
いる」など厳しい現状を多く聞きました（＝
写真）。

国では戸別所得補償制度などの政策が打ち
出されています。しかし、「環太平洋パート
ナーシップ協定（TPP）」参加などの自由貿
易化の動きが加速し、国内農産品は価格競争
の影響を大きく受けると心配されます。また、
物価低下など消費者にとってメリットがある
一方で、国ごとに違う農薬の量・使用方法な
ど食の安全・安心問題も議論されなければな
りません。

市内の農家が高齢化・後継者不足・米価下
落による所得減少などの問題を抱える中、み
なさんが安全・安心して食べることができる
農作物を安定的に確保
するため、農業また農
地をどう守るのか、京
田辺市の今後の大きな
課題であると考えます。

「
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と
、
私
立
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愛
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広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

おはなし会
▼ 12 月 4 日㈯…きつねをひと口▼ 11

日㈯…きつねとがちょうたち▼ 15 日㈬…
3 びきのゆきぐま▼ 18 日㈯…ギーギード
ア▼ 25 日㈯…七人さきのおやじさま▼ 1
月 8 日㈯…はなたれこぞうさま

水曜日は午後 3 時 30 分～ 4 時、土曜日
は午後 3 時～ 3 時 30 分。

ギャラリー
▼第 12 回山の写真展：京都田辺山友会・

秋月康敏＝ 12 月 7 日㈫～ 12 日㈰▼京田
辺市の文化財展：社会教育課＝ 12 月 14
日㈫～ 19 日㈰

おはなし会
▼ 12 月 4 日㈯…小人のくつや▼ 11 日

㈯…びんぼうこびと▼ 18 日㈯…クリスマ
ス会▼ 22 日㈬…もしもねずみをえいがに
つれていくと▼ 1 月 8 日㈯…12 干支の始

まり
水曜日は午後 3 時 30 分～ 4 時、土曜日

は午前 11 時～ 11 時 30 分。

おはなし会
▼ 12 月 1 日㈬…サンタクロースのわ

すれもの▼ 8 日㈬…貧乏神と福の神▼
15 日㈬…牛方とやまんば▼ 22 日㈬…
ELEPHANT BLUE（ぞうくんのさんぽ）

いずれも午後 3 時 30 分～ 4 時。

児童向けテーマ展示
「冬休み！じっくりゆっくり読書しよう

長編物語に挑戦！！」をテーマに、児童向
けの本の展示・貸し出しを行います。
期間＝ 12 月 18 日㈯～平成 23 年 1 月 9

日㈰（休館日を除く）

図書館だより

中部住民センターでせせらぎま
つりが 11 月 13・14 日の 2 日間
開かれ、約 3,000 人が来場。同セ
ンターで活動する団体・サークル
の展示・体験教室・模擬店・フリー
マーケットが行われました。また、
メインホールに設けられたステー
ジでは、和太鼓・ジャズダンス・

大住シンフォニックバンドの演奏
などが披露され、参加者は楽しそ
うに見入っていました。

ロビーでは、京田辺市食生活改
善推進委員が健康チェックを行
い、生活習慣病の予防になるライ
フスタイルを指導。「おいしく」「ヘ
ルシー」「簡単調理」おやつの試
食やレシピを紹介しました。

体験教室で大人気だったのはサ
ンドブラスト。バラなどの花や動
物の形に砂などの研磨剤を吹き付
け、ガラス製品の表面にすりガラ
ス状の装飾を施すことができると
あって、子どもたちは夢中で作業
に取り組んでいました（＝写真）。

サンドブラストに初めて挑戦し
た小学校４年生の小泉和奏さんは

「バラの細工が細かくて難しかっ
た。でも、良い作品ができそうで
す」と話してくれました。
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１１
月
４
日
、
田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場
で
自

衛
消
防
訓
練
大
会
が
行
わ
れ
、
消
火
器
訓
練
の
部
で

㈱
椿
本
チ
エ
イ
ン
京
田
辺
工
場
と
大
日
本
印
刷
㈱
田

辺
工
場
が
同
点
で
優
勝
。
屋
内
消
火
栓
訓
練
の
部
で

医
療
法
人
社
団
石
鎚
会
が
優
勝
し
ま
し
た
。

消
火
器
・
消
火
栓
は
初
期
消
火
活
動
の
基
本
。、

迅
速
・
的
確
な
取
り
扱
い
が
必
要
と
さ
れ
、
日
ご
ろ

の
練
習
が
結
果
に
表
れ
ま
す
。
こ
の
日
、
12
事
業
所

が
参
加
し
、
訓
練
開
始
の
合
図
と
同
時
に
、
素
速
く
・

正
確
な
消
火
器
・
屋
内
消
火
栓
の
操
作
を
競
い
ま
し

た
（
＝
写
真
）。

消
防
長
は
「
火
災
防
止
は
普
段
か
ら
の
準
備
が
大

切
。
み
な
さ
ん
の
技
術
向
上
が
、
大
会
ご
と
の
タ
イ

ム
縮
小
に
表
れ
心
強
く
思
う
」
と
講
評
し
ま
し
た
。


